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歓一
声
一
に
一
沸
一
い
－
た
薑
｜
民
一
連
一
動
一

声晴
天
に
患
ま
れ

に

ラ
ジ
オ
体
操
風
景

瀧盛
会
に
終
る
〃

し、

九
第
七
ロ
中
標
崖
町
農
協
農
民
運
動

会
が
八
月
十
八
Ｂ
に
開
催
さ
れ
だ
。

昨
年
は
雨
天
の
だ
め
中
止
に
な
っ
た

が
、
合
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
組
合

員
と
家
族
の
大
勢
の
参
加
の
中
で
、

歓
声
に
沸
き
盛
会
に
事
故
も
な
く
無

一
睾
終
っ
だ
。

農

民

運
19写り、

動

会

組
合
員
が
家
族
共
々
一
同
に
大
勢

集
ま
る
機
会
は
や
は
り
運
動
会
が
一

番
で
あ
る
。
電
話
等
の
普
及
に
よ
り

近
年
は
部
落
内
で
も
顔
を
合
わ
す
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
｜
同
が
テ
ン
ト
の
中
で
一
眉

を
触
れ
合
い
な
が
ら
声
援
を
送
り
、

終
曰
歓
喜
の
声
が
潟
き
上
っ
た
様
子

を
見
一
Ｌ
、
こ
の
運
動
会
が
組
合
員
相

百
一
の
賎
れ
合
い
と
鏡
睦
に
、
そ
れ
む

り
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
だ
か
と
思
い

ま
す
。
来
年
も
ま
だ
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
厄
い
。

宣誓／３年連続優勝目指して頑張ります

(点、

チピちゃん亮；造/

世界の瀬古を目指して頑張れ

ｴ 

ニら／震入れて引っぱらんかい
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種目＝安全運転どうです､うまいもんでしよ 40kgって二んなに重たかったかな釣！
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の
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〃

い
つ
ま
で
続
く
武
佐
の
連
勝
記
録
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ｂ
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Ｑ
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０
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Ｑ
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Ｑ
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六
月
一
一
十
七
日
猿
払
村
を
出
発
“

午
後
一
時
、
｜
路
南
下
し
て
サ
ロ
マ

湖
畔
国
民
宿
舎
花
苑
到
一
両
近
時
三

十
分
余
頁
元
気
で
宿
舎
に
体
を
休
め

る
。
翌
二
十
八
日
は
九
時
宿
企
国
と
出

発
し
、
佐
呂
間
町
農
協
着
九
時
十
五

分
・
約
束
の
九
時
三
－
分
よ
り
十
五

一
分
早
く
到
着
し
た
の
で
組
合
の
都
合

を
聞
い
て
役
員
室
に
案
内
を
受
け

る
。
早
速
、
武
田
組
合
長
、
牧
川
菅

、夕

Ｕ〆の

道
内
先
進
農
協
視
察
研
修
報
告
②
』

弓
Ⅲ

．
，
営
農
委
員
長

孫
斗
韓
ジ

１
九
Ｊ
Ⅱ

ニニーー

ごあい芒６つ＞－－ 

北根室地区農業改良普及所所長松岡賢

農
相
談
室
長
の
同
席
を
救
い
て
猿
払

農
協
と
同
様
に
お
互
い
に
挨
拶
を
か

わ
し
本
題
に
入
る
。
初
め
に
武
田
組

合
長
よ
り
佐
呂
間
町
農
協
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
引
続
き
相
談

室
長
か
ら
相
談
課
の
実
情
と
対
応
等

の
説
明
を
受
け
て
質
問
や
意
見
の
交

換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
の
問
題

点
を
披
露
し
合
い
な
が
ら
、
時
間
（
三

時
間
卜
ｈ
分
｝
の
経
過
を
忘
れ
て
話

儀
鱸司

`￣ 
群，母 ゛鞭

霧川越正吉所長松岡賢
(有珠地区普及所より）（西紋西部地区普及所より１

藤

聡
の
秋
を
迎
え
、
皆
様
方
に
は
何

か
と
お
忙
し
い
事
と
拝
察
い
た
し
ま

］
ｏ
 

；
 私
こ
と
、
一
八
月
の
道
・
澁
曰
及
員
の

人
事
異
動
に
よ
り
、
網
走
支
庁
西
紋

四
部
地
区
普
及
所
（
興
部
Ⅲ
）
よ
り
着

作
い
た
し
ま
し
た
。
前
任
の
木
村
所

長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
“

さ
て
、
本
年
は
春
先
よ
り
、
昨
年

に
引
き
続
く
異
常
気
象
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
六
月
よ
り
の
好
天
と
皆

様
方
ｍ
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り

し
合
い
ま
し
た
。
武
川
組
合
長
は
昨

年
四
月
農
協
専
務
か
ら
組
合
長
に
な

ら
れ
た
一
一
Ｔ
六
、
セ
オ
の
若
い
組
合

長
で
、
口
分
も
勉
強
す
る
姿
勢
で
私

達
に
対
応
し
て
撒
き
ま
し
た
。
Ｈ
佐

呂
間
町
農
協
の
概
要
Ⅱ
佐
呂
間
町
の

人
ｕ
は
一
八
六
八
一
人
、
農
家
戸
数

七
○
｜
戸
（
専
業
三
七
五
戸
、
｜
極

兼
二
一
一
一
○
戸
、
｜
一
種
兼
几
六
戸
、
濡

農
家
三
川
六
一
巳
農
家
人
口
「
、
九

井
弘
芳
美
：

丑

地
区
内
平
均
で
は
概
ね
平
年
作
を
期

待
出
米
る
作
況
と
な
り
、
誠
に
喜
び

に
た
え
な
い
と
こ
ろ
て
》
｜
ざ
い
ま

＋
乳
し
か
し
七
月
に
お
け
る
異
常
高

温
の
た
め
一
時
的
に
せ
よ
産
乳
量
の

落
ち
込
み
か
あ
っ
た
こ
と
は
農
家
経

済
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
と
心
配

さ
れ
る
次
第
で
こ
ぎ
い
ま
す
。

農
業
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
誠
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
普
及

所
で
は
一
北
海
道
農
業
め
発
展
方
策
」

に
添
い
な
が
ら
地
域
に
密
着
し
、
牌

業
諸
情
勢
の
変
化
に
素
早
く
対
応
で

七
一
人
（
三
四
・
｜
｜
％
）
、
組
合
員
戸

数
六
六
○
戸
、
組
合
員
八
八
四
名
（
正

組
合
員
七
○
人
、
準
組
合
貴
一
七
六
）
。

管
轄
地
域
は
佐
呂
間
町
一
円
で
理
事

十
五
名
、
監
事
五
名
、
職
員
一
四
○

名
（
内
二
○
名
臨
時
）
、
本
部
の
ほ
か

七
支
所
が
あ
り
、
緋
地
面
積
六
、
’
八

五
○
町
歩
（
水
稲
一
七
○
町
歩
、
畑

二
、
六
五
二
町
歩
、
飼
料
畑
Ⅲ
、
○

二
八
町
歩
）
一
戸
当
耕
地
面
積
一
○

町
歩
で
極
め
て
狭
い
ｃ
酪
農
家
戸
激

一
一
一
四
六
戸
（
一
戸
当
耕
地
面
積
十
一

町
六
反
、
｜
戸
当
飼
育
頭
数
三
○
頭
）

畜
産
物
販
売
高
は
牛
乳
一
一
一
、
○
二
○
・

Ⅱ
三
六
千
円
、
牛
個
体
几
』
ハ
六
、
六

侮弓

七
六
下
円
、
計
三
、
九
八
七
、
’
’
’

二
下
円
で
、
｜
戸
当
り
一
一
、
五
二

三
千
円
で
あ
り
畜
産
部
門
の
飼
養
頭

数
・
販
雪
霧
向
は
中
標
津
町
農
協
の
約

半
分
で
あ
り
ま
す
。
佐
呂
間
町
は
昭

Ⅲ
二
十
二
年
農
協
法
施
行
と
同
時
に

三
農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭

和
二
十
九
年
第
一
次
合
併
、
昭
和
四

十
八
年
六
月
第
二
次
の
合
併
で
現
在

の
佐
呂
間
町
農
協
か
ス
タ
ー
ｈ
長

期
展
望
に
立
っ
て
窪
地
農
業
確
立
の

た
め
、
①
酪
農
の
振
興
、
②
甜
菜
・

小
麦
栽
培
の
奨
励
と
水
田
転
作
に
と

も
な
い
特
産
物
と
し
て
の
南
瓜
の
繊

培
を
取
入
れ
、
組
合
員
の
経
営
の
髪

き
る
普
及
活
動
を
展
開
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
農
業
の
基
本
技
術
多

忠
実
に
守
り
、
厳
し
さ
に
対
応
で
き

る
足
、
腰
の
強
い
農
業
経
営
確
立
に

一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ご
あ
い
き
っ
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
付
で
上
記
の
通
り
、

次
長
が
交
替
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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定
と
生
渦
の
向
卜
に
努
力
し
て
い

る
。
気
象
条
件
に
忠
ま
れ
た
地
域
で

水
川
・
畑
作
・
儒
農
と
な
ん
で
も
Ⅲ

来
る
利
点
が
あ
る
一
〃
て
、
｜
円
当

り
緋
地
面
槙
か
極
め
て
狭
く
、
洲
米

の
維
営
安
定
に
不
安
で
あ
り
．
魂
作

岨
棋
拡
人
に
民
有
林
の
開
放
と
桃
地

化
に
懸
命
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
か

山
々
思
う
よ
う
に
成
果
か
上
ら
な
い

し
｜
の
二
と
で
す
。
農
協
連
営
に
つ
い

て
は
各
作
Ｈ
別
ご
と
に
懇
談
会
、
又

全
体
部
落
懇
談
会
等
を
開
催
し
、
細

く
ｎ
頁
」
』
の
ゴ
ミ
「
｜
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
／
つ

く
り
に
努
め
て
い
る
、
そ
の
他
、
家

族
祭
り
’
共
進
会
や
冬
の
佐
呂
間
川

を
利
用
し
て
冬
②
集
い
（
尚
年
部
主

催
）
等
を
行
い
、
組
合
員
の
協
同
意

縦
の
向
上
に
努
め
て
い
る
》
な
お
佐

呂
間
町
農
協
に
は
現
在
七
カ
所
の
支

所
か
あ
り
、
こ
の
支
所
の
処
皿
か
近

い
将
来
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
で
あ
る
よ
う
で
す
。

Ⅱ
営
農
机
談
に
つ
い
て
は
、
維
営
机

談
課
長
一
名
、
組
合
員
相
談
係
一
一
渦

と
七
名
の
各
支
所
長
が
当
り
、
営
農

相
談
の
重
点
は
組
合
員
個
々
の
将
来

を
錨
え
た
金
の
使
い
方
に
対
す
る
指

導
に
目
標
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合

員
の
農
業
絲
営
の
補
完
部
門
と
し
て

対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
て
、
按
術

指
導
は
農
業
改
良
並
、
岨
員
か
血
名
、

農
協
に
常
腓
し
て
い
て
．
農
協
机
談

課
と
緊
密
な
逆
携
の
も
と
に
技
術
指

導
か
な
き
れ
て
い
て
効
果
的
な
理
想

体
系
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
販
売
物

の
農
協
集
荷
は
約
八
□
％
で
さ
ら

に
努
刀
か
必
要
と
の
こ
と
で
す
。
近

年
行
農
家
間
の
経
営
格
差
か
Ⅱ
立
っ

て
来
て
お
り
‐
ハ
人
、
）
戸
Ⅲ
｜
川
の
夫

○
戸
の
維
営
か
人
変
で
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
こ
て
農
協
と
し
て
は
昭
和
五

－
六
年
瑚
一
埋
證
毒
に
農
家
継
続
両
建
委

員
会
（
難
事
七
紺
）
を
設
置
し
て
重
点

対
応
を
し
な
が
ら
併
椎
保
全
に
は
特

に
留
意
し
て
い
て
再
建
指
導
を
行
っ

て
い
ま
し
た
⑪
徹
付
限
度
額
は
士
地

評
価
一
加
一
○
○
〃
１
三
○
○
万
円

で
評
価
の
八
○
％
・
家
畜
は
評
価
の

九
○
％
と
設
定
し
、
特
に
人
間
性
を

重
視
し
て
い
る
と
組
合
長
は
説
明
し

て
お
り
ま
し
た
，
営
農
計
画
書
に
つ

い
て
は
存
耕
期
か
終
っ
た
六
Ⅱ
、
水

川
・
畑
作
・
酪
農
・
養
豚
稀
業
種
含

め
、
全
一
Ｐ
見
直
し
と
六
検
を
行
い
、

計
画
の
完
全
実
施
を
推
進
し
て
お
り

ま
し
た
。
仰
佐
邑
間
町
の
農
業
は
耕

地
而
積
の
二
戸
当
り
一
○
妃
と
極
め

て
狭
い
所
に
農
業
の
将
来
的
展
望
に

鍾可

不
安
が
あ
り
民
有
林
の
開
放
と
耕
地

化
を
計
り
、
早
急
に
規
模
拡
大
へ
の

足
掛
り
を
作
る
必
要
か
あ
る
ほ
か
地

力
対
策
に
つ
い
て
は
一
一
一
，
○
戸
が
有

畜
農
家
で
堆
肥
の
自
給
か
可
能
で
あ

り
残
り
三
一
○
一
戸
は
輪
作
形
態
を
収

佐呂間町農協役冒室にて正面武田組合長

け将電達展生をムな．｣邦ｉｌｌい合れ的ｉＬの￣と農す同に、ノノどＩＬ
なら統私未とれテオＬ道開がて組そ域そ協たいいまはＭ尚地な人
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七
Ⅱ
｜
下
人
日
．
中
国
内
蒙
古
、

猯
区
よ
り
、
水
道
の
酪
農
を
研
修
す

る
た
め
、
中
国
酪
農
研
修
躯
一
行
か

中
標
津
町
に
到
着
し
た
“

こ
の
研
修
生
は
根
室
管
内
の
鵬
農

家
に
一
年
間
流
血
し
、
酪
農
技
術
を

習
得
し
た
の
冷
水
国
で
そ
の
普
岨

に
努
め
る
こ
と
に
な
（
て
い
る
か
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
も
、
接
触
す
る
機

会
か
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
の
て
、

洲
か
い
目
で
見
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。 ､ 長
期
滞
在
す
る

中
国
酪
農
研
修
生

ﾉ 
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『
飼
養
管
理
の
基
本
的
事
項

Ｈ
個
体
毎
の
能
力
を
把
握
す
る

乳
最
・
泌
乳
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た

飼
料
給
与
を
行
う
に
は
、
個
体
観
察
・

個
体
管
理
を
十
分
行
い
、
個
体
の
状

態
変
化
を
適
確
に
判
断
し
て
飼
料
給

与
を
灯
り
必
要
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
毎
月
の
乳
検
成
絨

を
活
用
し
、
ま
た
乳
検
に
加
入
し
て

い
な
い
人
催
Ⅱ
に
一
度
は
個
体
鮎
の

乳
量
を
計
量
し
て
年
間
乳
量
・
乳
成

分
・
泌
乳
ピ
ー
ク
時
の
乳
景
な
ど
を

的
確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
か
あ
り

ま
す
繧
。

ロ
個
体
毎
の
繁
殖
成
績
を
把
握
す
る

分
娩
状
況
や
発
情
再
起
日
数
。
発

情
周
期
な
ど
個
体
毎
の
状
態
変
化
の

記
録
が
必
要
で
す
．

そ
れ
に
加
え
て
個
体
妊
に
乳
期
内

で
の
体
重
の
動
き
を
把
握
し
、
変
動

剛
山
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

曰
給
与
飼
料
の
量
及
び
質
を
把
握
す

|震H受F7if’ 
・
き
■

■
■
■
 

。
■
■

宮 店＝
泌
乳
と
消
化
生
理

に
マ
ッ
チ
し
た

飼
料
給
与
管
理

久
已

泌
乳
生
理
に
〈
ｎ
つ
た
飼
料
弘
和
与
を

行
う
に
は
、
個
体
毎
の
養
分
要
求
景

や
摂
取
量
を
知
る
こ
と
か
大
切
で
あ

り
、
給
与
飼
料
ご
と
の
給
与
量
を
正

確
に
把
握
し
、
縦
食
防
止
策
を
櫛
じ

て
確
実
に
採
食
さ
れ
た
量
を
つ
か
む

必
要
が
あ
り
ま
す
‐

表１根室地区で生産された粗飼料の成分〈52～56年）
ＤＭ当たり先

■ ,「ｎＡ｢〕ＣＦ

iilil科 堂鯉

｛if'１，雌１，１１蝿ｌ岐小11ｋ人１１蝿｣

４５－８６７．４５‘ＬＧ （｜稀：
腱蔵

（２締；
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ｌＨＪｌ 

4-716-7９６ '1ＲｇＢＱ」BｔＬＩｉ7１ 

ま
た
、
地
区
内
て
生
産
さ
れ
た
粗

飼
料
の
分
析
値
を
見
る
と
、
表
①
の

よ
う
に
か
な
り
養
分
の
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
り
、
他
の
経
営
で
生
産
さ
れ
た
粗

飼
料
の
分
析
値
で
は
な
く
、
実
際
に

給
与
す
る
飼
料
の
分
析
値
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
で
す
ｂ

二
、
泌
乳
の
サ
イ
ク
ル
と
飼
料
給
与

乳
牛
は
分
娩
か
ら
次
の
分
娩
ま
で

を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
泌
乳
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
十
二
ヵ
月
を
目
標
に

挑
則
的
な
分
娩
間
隔
を
保
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
泌
乳
生
理
面
か

表②最近の分娩間隔の比較

llI標津13.0力ｊＥ

根室支庁管内［２．９ヵ月

粂憤平均１３．０ヵ月

北根室地区
農業改良普及所

58年８月～59年７K
乳険成iiiliより

ら
ス
テ
ー
》
》
別
に
一
分
け
る
と
．
図
１
｜

の
よ
う
に
概
ね
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

特
に
高
泌
乳
を
め
ざ
す
泌
乳
前
期

で
は
、
泌
乳
量
の
増
加
に
飼
料
採
食

量
が
追
い
つ
か
ず
、
栄
養
収
支
か
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
体
の
墾
傘
通
状
態
を
保
ち
、

牛
の
持
つ
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
は
、
高
栄
養
の
飼
料
か
必
要
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
飼
料
を
食
い
込
ま

せ
る
努
力
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

図1．乳牛の泌乳サイクル
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i、〈
聾 ま

せ
ん
。
ま
た
、
乾
乳
期
は
乳
腺
・

消
化
器
の
休
養
を
と
る
た
め
五
○
～

。
｜
ハ
○
日
は
必
要
で
あ
り
、
こ
の
時
期

の
過
肥
は
分
娩
後
の
障
害
に
つ
な
が

る
た
め
絶
対
さ
け
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
二
週
間
前
か
ら
分
娩
後
に

給
与
さ
れ
る
飼
料
を
な
ら
し
給
与
し

配
合
飼
料
は
少
量
づ
つ
分
娩
前
に
は

一
一
一
～
四
鑓
程
度
ま
で
給
与
し
、
分
娩

を
境
い
に
飼
料
の
急
変
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
乾
乳
期
か
ら
泌
乳
の
準

備
を
整
え
て
お
き
ま
し
よ
》
工

Ｉ上

－－－ 
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生
乳
の
生
産
状
況
は
、
四
川
か
ら

伸
び
率
が
低
下
し
七
月
は
つ
い
に
前

年
実
績
を
割
り
、
今
年
度
七
川
ま
で

の
累
計
で
は
．
前
年
よ
り
僅
か
○
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
、
全
道
平

均
も
○
’
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て

低
い
伸
び
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
の

状
況
で
は
計
画
生
産
の
全
道
一
・
上

ペ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
率
達
成
は
非
常

に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
今
年
は
生
産
調
整
オ
ー
ハ
ー
の
心

ｆ
噸
篭

昭和59年度生乳生産実績
へ

４１１－７Ⅱ紫ｌｉｌ７ I 、

、

、

、
革LIltl(Ｈ前年比影ｆＬＩｌＨｌｉｇ前frjL,Z

1禦瀧ｉＨＴｆ1.757.610９８」１［７．４４５．２】０１０３１

｢1コ標『:Iｒ５．６３]､920９７．７２[LIill;j､24(）］IXlL；

;ｌ根M1］５Ｊ02.005 9３４19.406.8配 Dn-l： 

西春】［ 5.978.61 9９７ 2１．９０５．６５２ １，．Ｆ 

配
は
ま
ず
な
か
ろ
う
と
思
う
。

｜
方
営
農
計
画
の
力
か
ら
見
る
と

伸
び
率
は
四
・
几
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
お
り
、
現
況
で
は
計
画
を
か
な

り
下
廻
っ
て
い
る
の
で
、
計
画
達
成

に
ご
努
〃
を
願
う
と
共
に
、
組
勘
の

精
算
期
も
近
づ
い
て
来
ま
し
た
の
て

当
初
計
画
と
変
動
の
朱
ず
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
計
画
⑪
見
直
し
を
し
て
児

て
下
さ
曙

上恋別３.｣113.192９８９１２．５９６．９３６９９.［

Ull聯10.120.6:10１００．２３６．９７６．６７６１０２－２

'1’春別ｎ.725」}(X）９９．９型.691.950102.［

根霊 3.827.9艶 １０(１Ｊ］;1.390.〔]9(IIO2-〔･ｉ

靴ＥＩｍ 269.59［ 1[]］３878.1}ｌＩｌｌ()1-11 拝可

隈室管内,１１

５
９
 

幻
舶
８
５
 

麹
一
聯

98.8】67.925.-190101.`’

令肛荷 フ 98.68441175.405］O[１４ 

七
月
』
し
曰
、
中
榛
澤
剛
ホ
テ
ル
一
美

に
て
一
一
一
浦
塞
治
様
制
夫
妻
の
媒
如

に
よ
り
、
藤
本
勝
敏
君
と
一
．
｜
‐
’
一
尋
一
Ｊ
ざ

幻
の
結
婚
祝
賀
会
が

孟
大
に
行
わ
れ
ま
し
へ
協

一に。
農

あ
一
一
人
は
一
圖
校
の
ｍな

同
期
生
で
、
ワ
ラ
ス
錨

は
別
一
ご
し
だ
が
仰
良
繊

し
に
な
り
、
｜
｜
年
の
雄

踏
か
ら
交
際
を
続
け
蕊

四
年
後
の
う
年
、
め
郭

で
一
一
に
く
結
ば
れ
た
わ
斡用

け
で
す
。

家自

奉
護
議
録 豊岡藤本勝敏くん

干壽子さん

愈薑…ご……驫鬮ヘ
お比べください断然おトク。 料

理
学
桓
に
学
び
、
そ
の
後
町
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
二
カ
月
勤
務
し
た
の

ち
に
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
だ
。
四
人
只

Ｆョ

(垂)(蕊 '寿罰

弱
農協の自家用自動車延払制度は
ビこよりも有利な金利を設定。
すべてのメーカーのすべての

車種が対象です５

美
の
一
木
っ
子
で
ド
ラ
イ
ブ
が
大
好
き

と
話
さ
れ
て
一
の
り
一
一
ひ
し
た
。

｜
万
、
勝
敏
君
は
高
校
卒
業
後
、

す
ぐ
、
酪
農
の
道
に
入
り
ま
し
だ
が

ま
だ
ま
だ
ご
両
親
に
頼
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
酪
農
の
厳
し
さ
も
こ
れ
か

ら
体
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
経
営
に
対
し
て
は
、
①
乳
牛

の
改
良
②
良
質
な
岨
飼
料
の
確
保

ｏ
機
織
の
重
新
を
一
一
一
本
柱
に
据
え

こ
れ
か
ら
営
農
し
て
い
き
た
い
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
だ
。

〔利率は経済変励で変わることがあl〕ま1-〕

ＥＸＤｅＣ露④Ｃ㈲ほりに戸 一蠅蠅澱皀察用自動車延払制度
、 ン

農協･ホクレン･全農

、
､、

７ｊ： 

ｻﾞＬｊＩ上i(： 前牟比光

dIj-､－７ｊ】紫:；

札1,1.ｌｉｇ 前ｲﾄﾞ比％

}幾瀞I｢ア ｢!`757.610 98.〔！ rL44(;､2】0 且0３．１

｢:。標iｉｌｒ 5103],920 97..； 2〔〕}〔i33,24(】 １１)0.【）

il･根ガiｊ 5Ｊ02.005 93.4 :き,4061826 96.11 

西春Ｍｌｌ :j,978,610 99..「 ﾖﾕ.90F:1６５２ 202.6 

_ヤェ弾；１１ 3,J1l3pL92 9９．９ 12.596,936 99.8 

Hll聯 ;0.｣2ｑけl() ﾕOU､２ 36.976,676 ：似.２

;16巻別 $､725,6｛X） 99.9 璽剰691’950 102.3 

根 2,827p9lMi :O(１．４ :3,;100.(]9(」 102.6 

靴Ｅ１町 269.590 :0,1-3 178.1〕】(｝ l()Ｌ９ 

M1室管l鱸： '1(i,827.225 98.iｌ 】67`921Ｍ,０ 10しＩ

全ｊｉＩ鳥! 』９`509.968 98-6 844,675.405 :O[)､４ 



農協だ よ 』Ⅱ蹄'159年９月１５日 (８１ 

牛
乳
中
の
抗
生
物
質
残
翻
問
題
は

生
産
者
の
皆
様
に
と
（
て
気
を
ゆ
る

す
こ
と
の
で
き
な
い
人
き
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
川
乳
房
内
に
注
入

し
た
抗
生
剤
（
乳
房
炎
戦
侍
等
）
使
用

②
乾
乳
時
の
乾
乳
紘
将
使
用
凹
熱

性
疾
患
に
よ
る
抗
生
物
質
使
用
叩

後
産
除
去
・
子
富
内
膜
炎
等
に
よ
る

ｆ
宮
内
薬
物
注
入
、
等
に
よ
り
牛
乳

中
に
践
留
致
し
ま
す
。

§
抗
生
物
質
使
用
後
は
必
ず
検
査
を

受
け
て
出
荷
す
る
よ
う
に
ノ

牛
乳
中
の
抗
生
物
質
残
留
の
反
応

は
通
常
七
十
二
時
間
で
消
失
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
乳
牛
個
体
の
体

調
・
連
続
投
与
に
よ
る
薬
剤
量
の
多

少
に
よ
り
変
化
か
あ
り
ま
す
。
ま
た

抗
生
物
質
の
解
毒
・
排
泄
は
主
に
肝
・

臂
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
機
能

良
否
に
よ
り
残
留
時
間
か
異
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
薬
剤
使
用
後
は
必
ず

検
査
を
受
け
て
反
応
ｅ
を
確
認
し
て

合
乳
す
る
と
う
に
し
て
下
さ
い
。

〆 、

区
迫

蕊iii 牛
乳
中
の
抗
生
物
質
残
留
防
止
。
》
」

残
留
検
脊
〈
デ
ィ
ス
ク
検
査
）
は
雪

印
中
標
津
工
場
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
の
検
査
方
法
で
は
迅
速

法
で
や
っ
て
も
判
定
ま
で
に
二
時
間

半
を
要
し
ま
す
。

§
月
別
依
頼
検
査
件
数

昭
和
五
１
八
年
度
依
頼
検
査
件
数

か
ら
見
て
も
一
日
平
均
二
○
検
体
あ

り
ま
す
．
今
後
共
、
薬
剤
使
用
後
は

自
己
判
断
す
る
こ
と
な
く
必
ず
検
企

を
受
け
て
か
ら
出
荷
致
し
ま
し
よ

』
う
。

§
依
頼
検
査
判
定
時
間
に
つ
い
て

先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
迅
遮

法
で
や
っ
て
も
最
低
二
時
間
半
は
必

要
な
わ
け
で
す
。
生
産
者
の
皆
様
か

ら
依
頼
さ
れ
る
場
合
、
現
在
、
個
人

持
ち
込
み
ま
た
は
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

集
荷
時
、
述
権
手
さ
ん
に
預
託
さ
れ

る
方
法
が
あ
り
ま
す
か
、
各
家
で
タ

カ
搾
乳
ま
で
に
ど
う
し
て
も
判
定
結

果
を
確
認
し
た
い
場
合
は
ロ
ー
リ
ー

集
荷
が
早
い
地
域
で
午
前
中
ま
で
に

工
場
到
着
す
る
所
は
支
障
あ
り
ま
せ

雪
印
乳
業
中
標
津
ェ
場
徳
永
隆
一

β毎日

『■口引β１５Ｕ品曰いふ包肋八ＧＭ引抄叩＄β旧品召ＰＪｊ５品づⅢＪ９ｍ禺伊切酬⑥ｗ３ヅ肋引且叩引己Ｌ３ｄＶ句づし胡４．Ｙ３Ｉ臼ｐＶＱＪｈＪづぃ、。安町品づ叩３．叱臥召比３獣嶮釧鐵臘釧鐡囎釧刹》

一
選
せ
製
へ
釘
パ
鵬
艫
一
露
選
出
）
一

一罰の舵乳『鱸鑿蝿蝿啼荊鍾）一
》
役
お
剛
会
長
杉
本
隆
祝
一

以
上
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
．
一

ま絲人たず何お話つ§ちはん
せミ以、苦皿｝）連い現依込′'二が

上納緋雛擁伍逮鶴ｆｉｌＩ単
こ起時とるをカイ緒行依絡査てま後
のこもれ場入、采化lIliH法結蚊でに
杏りあた合れ農を人さに果きにな
蕃得り時がて繁お別れつのた手る
考な、であも１９１知にたいく数地

：Ｅど拙鰕纈蝶て恩で域いもに
にもに頼寸かな政よ緒ま個つ

単限も主。とれし'１泉丈脅￥鈍り連本まればて竜に し

な
連
絡
ミ
ス
に

よ
り
大
き
な
被

害
・
を
こ
う
む
る

事
も
あ
り
ま
す

の
で
今
後
は
依

願
し
た
本
人
が

月
ら
必
ず
工
場

の
灯
へ
電
話
を

入
れ
て
確
認
さ

れ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

『
抗
生
物
質
残

留
検
査
は
判
定

結
果
マ
イ
ナ
ス

を
確
認
し
て
か

ら
合
乳
し
ま
し

よ
』
？
／
ら

傍印、

激鮖詣調

J］ 

浜
」 7 

69E 

6Rl 

４
Ｅ
’
 

８
ね
鮪

９
｜
顕

[2 

17［ 

□ 

３
｜
卿

色
ｕ
戸
．
Ｉ

i;１ 

１幽

Ｉ （i 

682 

7Rr 

1１ ｌ 

４５Ｃ 

｣Ｕ 
－ 

４７７ 70773Ｅ 、 522 
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婦
人
部
着
萎
部
会
の
一
日
研
修
か

一
八
月
二
十
七
日
、
十
九
塩
の
会
員
が

参
加
し
て
、
訓
子
府
ホ
ク
レ
ン
チ
ー

ズ
研
究
所
’
津
別
町
木
材
工
芸
協
同

組
合
を
視
察
研
修
し
て
参
り
ま
し

た
．
チ
ー
ズ
研
究
所
で
は
チ
ー
ズ
研

究
の
ほ
か
に
、
チ
ー
ズ
の
作
り
〃
を

指
導
し
て
い
て
、
全
道
か
ら
受
講
に

米
て
い
る
そ
う
で
す
Ｃ

ま
た
、
各
種
の
チ
ー
ズ
を
試
食
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
日

本
人
の
私
達
に
は
ゴ
ー
ダ
ー
チ
ー
ズ

か
口
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
〉

ま
た
、
中
中
で
は
笑
い
と
恐
怖
の

リ
ク
リ
ェ
ー
・
シ
ョ
ン
て
架
し
い
－
日

で
し
た
。

Ｆ
若
妻
部
会
の
一
日
研
修
Ｌ

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
チ
ー
ズ
研
修
所
に
て

扇～-２ .’ lＵ :Ｉ 1２ 合；Ｉ

５８ 707 739 683 698 724 573 ４７７ 501 `'7０ 45<） ５２２ 620 7,1斜

５９ 835 742 631 655 



(9)農脇だ よ ｕ 昭fl｣59年ｇＨｌ５Ｌ

秋
の
収
穫
期
を
迎
え
、
忙
し
い
日

々
を
む
か
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

今
回
は
、
寝
具
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

ま
し
た
扇

②
ぐ
っ
す
り
と
休
む
た
め
に

充
分
な
脈
阯
を
と
る
こ
と
が
、
健

康
維
持
に
大
切
な
こ
と
は
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
（
蚊
近
は
子
供
や

大
人
に
背
骨
の
異
常
か
増
加
し
、
頭

痛
・
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
の
症
状
を

訴
え
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
背

什
の
異
常
は
、
万
病
の
も
と
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

気
持
ち
よ
い
寝
具
の
皐
沈
汁
と
し
て

除
洲
性
・
吸
湿
性
・
枕
の
高
さ
・
掛

術
団
の
璽
さ
等
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
七

敷
布
団
は
、
身
体
に
搾
子
る
面
を

柔
ら
か
く
、
そ
の
下
は
か
た
い
方
が

よ
く
、
職
か
ら
兄
て
、
一
眉
と
腰
が
落

ち
込
ま
な
い
状
態
が
鎧
適
で
す
セ

マ
ゾ
ト
レ
ス
を
用
い
る
時
は
、
か

た
い
も
の
を
使
い
、
上
に
吸
湿
性
の

よ
い
布
川
を
敷
き
ま
す
。

l生l活|講|座|③Ｉ灘蕊
■な細くわ綿でしふだ－する具か－’'1ｔが

；蕊；糊睦臘鰍１１央牌鯛lZ鰄ザ漸辮
:“芋噸砂ｉｉｉ弓批Ｌ雛總孑鯆臘：
晴て゜な増人日収んプーしん晴必〈保薄￥腿人返、
ｊＬもそりすどのさへ－時をオＬ要休ＨＭ子性。’）重
た住れ、と発あれ吸杯間干たでむ‘性ののがす
日みば｜暖、散たた収の｜|蝋し日すたかもあしぎ
にやかか体しら水ざ水１１h↓た’二．めあのるにる
はす}）〈柵まな分れ分をいばにｌ）をこくと
いで体がせいはまがとも゛はま何とく圧

譽暫糊,}ヘ豊Ｈ１寸煙縄臘寸;噌駕謹臘

仔可

る
だ
け
、
ふ
と
ん
を
干
す
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う

大
腸
に
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

水
分
の
熊
発
や
殺
闘
か
で
き
、
ふ
と

ん
も
将
く
な
り
、
長
排
ち
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

妓
近
で
は
、
便
利
な
ふ
と
ん
乾
燥

機
か
出
廻
っ
て
い
ま
す
か
、
冬
の
利

用
は
別
と
し
て
、
せ
め
て
今
の
時
期

だ
け
は
十
分
太
陽
に
あ
て
、
気
持
ち

よ
く
休
み
ま
し
ょ
う
‐

(蝿ii鰯鯰…姪

１
Ｊ
 (鰯!)鱗鮒）

側,.」

タオルケ』

と’ .]すい.』.とえ

z鐸塾i?,》
iＨ 

１１↓↓ 

薄い敷ふとん１枚激ふとん２枚

醗鰐おして）

青年部楽しい企１画で
盛り上げる.〃 9厘亀Ｉ

八
月
‐
工
へ
日
．

中
標
津
町
丸
川
公

園
で
行
わ
れ
た
第

二
十
入
凹
む
か
し

く
つ
観
光
ま
つ
り

に
協
賛
し
て
、
青

年
部
で
は
ミ
ル
ク

ラ
ン
ド
喫
茶
で
↑

乳
を
使
っ
た
飲
み

物
に
親
し
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、

子
供
た
ち
の
た
め

に
ミ
ニ
牧
場
を
設

観
光
ま
つ
り
会
場ポニーってかわいいわ

置
し
て
間
近
て
観
賞
し
て
も
ら
う

ほ
か
、
今
年
は
ミ
ニ
牧
場
を
対
象
に

子
供
た
ち
の
が
生
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
た
い
へ
ん
好
評
を
得
て
、
観
光

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
の
に
一
役
賀

（
て
い
ま
し
た
。

lll1iIlll1illliiliillii1liiliililIiilililililiil 
写生会蕪香颪景迷っちゃうな～どの絵がいいと砦(う？ 即席コンビ､いい調子

[聖F言鬮産１画１



農協だよ(）（10）昭和59年９月１５Ｆ

農協の共済から

交通事故の
届け出は
その曰に警

峨
近
、
交
通
萌
故
が
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
人
身
が
絡
ん
だ
追
突
事
故
が
多
く

ま
た
、
物
拠
で
は
自
分
で
側
瀧
な
ど
に
落
ち

る
自
損
事
故
か
日
工
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
態
様
の
聞
き
取
り
を
し
ま

す
と
、
わ
き
兄
達
櫃
に
よ
る
前
方
不
注
意
か

ほ
と
ん
ど
の
原
因
の
よ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
近

く
へ
の
用
覗
で
出
か
け
る
時
に
も
憤
れ
て
い

る
道
路
と
い
う
こ
と
で
確
認
な
ど
を
怠
た
る

こ
と
の
な
い
よ
う
余
裕
の
あ
る
走
行
を
き
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
》

な
お
、
万
一
事
鹸
か
発
生
し
た
場
合
に
は

速
や
か
に
轄
察
へ
事
故
届
け
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
警
察
へ
の
事
故
報
告

か
発
生
日
よ
り
一
一
一
日
縫
過
い
た
し
ま
す
と
交

通
事
故
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

特
に
人
身
の
絡
ん
だ
事
故
に
つ
い
て
の
事
故

届
け
は
、
そ
の
曰
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
－
％

自動車共済

侭雨

対人賠償共済●農協の自動車共済には数々の魅力があります６
二契約のHjil]中によっく、他人

をﾘﾋﾟ亡させたり、負傷させたた

め、法律」のｌｊｉ害賠償義務を負

-’た場合に、自鵬貴共i((保険）

て支払われる金額を超える部分

について、共満余をお支払いし

ます。また被害者か死亡‘'とき

には番IjIL代として10万円、３０F１

以上入院のときには見舞品代と

して２万円を共済金とは別にお

支払いします。

対人Ｍ賞共済に加入きｵLまずと

Ｈ担譽If故条項、無共１両'lfl騒害条

項、１Aび家族無共橋単傷害条萠

力･自動的{二Ⅱ帯菩１しております。

お得な共済金、割引制度
があります。

１１セット加入譽ll引き２:集団契約割引き⑧窯事故割引き

訴故で共済企を何回支払っても共済金額はかわらず、契紘
期間中は何回でもお支払いします．

何度でもお支払いします「

同じ用途、車糠、同じ共済全額なら契約期間中に1塾を替え
てＢ、残っている期間の契約は新しい車にひきつぐ二とか

できます‘

新しいクルマヘ契約が切

り替えられます。

示談解決のお手伝いをし
ます。

争訟費用は共済金額の別

枠でお支払いします。
存罫

事故相談をお受けしますｂ

全同lこ充実したネットワークをほこる農協共済指定の修理工場をご利用下さい。

|・郭王
不正改造車が事故をおこした場合、共済金
の古北いが受けられない場合があります。正改造はや'10ましよう｡

③
農
作
業
安
全
に
は
特
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う

収
穫
の
秋
が
参
り
・
ま
し
た
。
今
年

は
作
況
も
良
く
、
平
年
作
以
上
の
収

量
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ⅱ
動
中
崩

故
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
農
作
業
機

に
よ
る
事
故
も
全
道
・
全
国
で
多
発

し
て
お
り
ま
す
。
農
作
業
機
の
中
で

も
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
よ
る
事

故
が
一
番
多
く
、
当
農
協
で
も
死
亡

あ
る
い
は
重
傷
と
か
な
り
の
件
数
か

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
充
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

「
農
作
業
機
の
廻
り
に
は
絶
対
に

子
供
は
近
づ
け
な
い
。

．
｜
、
農
作
業
機
の
取
付
け
取
は
ず
し

は
一
人
で
は
行
わ
な
い
で
、
必
ず

二
人
で
し
ま
し
ょ
、
工

二
、
作
業
服
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
又
は
す

し
ハ
ー
ホ
ー
ル
を
着
ま
し
ょ
う
．

四
、
作
業
合
図
は
大
声
で
「
確
認
」
し

て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

正
、
作
業
機
の
拙
除
は
完
全
に
停
止

し
て
か
ら
し
ま
し
ょ
う
。

本
年
か
ら
無
事
他
て
収
極
詮
終
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
．
（
Ｎ
）

、あ
っ
危
い
〃

そ
の
油
断
が

死
を
招
く
〃

農
５Ｋ 協の共済から,：

交灘1警察~;ii蕊:1匹
｜自重i軍共済ヨ

お得な共済金、割引制度
があります雀

(Ｔｌセットカロ入割目:き②集団契約割目'き⑤1窯事故割::き

何度でもお支払いします急
來故で共済企を何回式:払っても共済全額ばかわI;；ず、契約
期間中は何回でもお支払いします。

新しいクルマヘ契約が切

り替えられます。

同Ljjil途、車糎、同:;共済全額なら契約期間中に1弩を替え
ても、残ってＬ､ろ期間の契約は新:,い車t同ひきつぐ:..とが

できます.。

示談解決のお手伝いをし

ます。

事故が起きたときの被9害老との示談交渉は、大変な時間か
かかI）ます゜自動車共済で偲竪円滑な解決のために、あな
たの立｣易lＥ立ったお手伝いをします。

争訟費用は共済金額の別

粋でお支払いします。

被害者から訴訟を起::された場合、鱸間弁誰土を二紹介し
ま･ﾘｰｰまた＿人身・物損事故の争訟賞用および判決【二よる
遅延損害余を共済金額とは別ワクでお支払いし議す.。

事故相談をお受けします｡
全国の農協で交通事故のご:F相談をお受けしています⑤いつ、
どこで來故が発昌：してもノア全の体制ができているわIﾅです,；

全国lこ充実し左ネツ;－ワー 勺涛ぽ□ろ際l嗣共済指定の修琿工場をこ木1J閉卜さい1゜

|両軍、諏唾もlib3il巫~ｊ;鱸蕊羅麹I雰字」



(１１）農脇だより 昭和59年９月]５日

昨
年
と
は
打
っ
て
変
っ
た
よ
う
な

良
い
気
候
に
恵
ま
れ
、
良
衝
の
．
器

草
の
収
穫
も
終
っ
た
八
月
上
旬
一
八

月
几
日
）
根
室
管
内
の
精
鋭
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
約
二
○
○
頭
か
参
加
し
、
昭

和
五
十
九
年
度
鵬
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

入営牛 臣崔
ﾆヨ

(中標ul1Hl｢埋協分！
全
道
共
進
会
へ
は

７
頭
が
出
品
決
定
〃

''',M,着｜摘蕊部ｌ搾席 ２ 愚 昭
和
弱
年
》
度
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

１
１
Ｉ
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進
会
か
開
雌
さ
れ
ま
し
た
「

審
櫛
は
昨
年
と
同
じ
く
、
北
榔
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
協
の
門
前
》
県
彦
審

査
課
長
に
よ
り
、
当
オ
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス
か
ら
最
高
位
決
定
の
Ｌ
｜
部
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
縮
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６２－３ハケヲヨ?-ヶリストガール 劇iJ〈保男全】ｉｉｉ[11編

８１－Ｐ 品ストアロゲ課ロショジュIiM

l鶴ブ｜準一・傘i背lll品マァムハニクグ11スダ： 桜ノｌ準一.

イ
国
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風 締ZillI

西
Ⅲ

泉
．
五
十
九
年
度
蛾
高
位
は
経
産
牛

の
部
で
は
、
上
春
別
の
佐
々
木
牧
場

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ダ
ン
デ
ィ
・
ガ
ー

ル
号
、
ま
た
未
経
産
の
中
か
ら
は
、

別
海
・
高
僑
牧
場
の
ア
〉
ク
ラ
ン
マ

ー
・
ク
リ
ス
チ
ナ
・
エ
ー
ヵ
ー
ス
号

か
そ
れ
ぞ
れ
魅
得
い
た
し
ま
し
た
《

中
標
津
町
農
協
関
係
分
に
つ
い
て

は
、
八
○
頭
の
割
当
て
か
あ
り
ま
し

た
か
、
最
終
的
に
一
一
一
○
余
頭
か
出
品

さ
れ
、
｜
等
賞
に
は
川
頭
、
二
等
賞

に
は
八
頭
か
入
賞
し
、
ま
た
ベ
ス
ト

ア
ダ
１
．
頭
、
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
二
位
一
頭
を
そ
れ
ぞ
れ
楼
得
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
九
月
八

・
九
日
に
開
催
さ
れ
る
昭
和
五
卜
九

年
度
北
榔
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

に
は
、
中
標
津
町
農
協
か
ら
は
七
頭

か
出
品
さ
れ
る
事
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

宮
登
同
儒
前
道
彦
氏

（
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
己
】
一
掃
埋
貴
葺
甚
同
一

昭
和
五
十
九
年
度
の
種
子
馬
鈴
し

ょ
の
防
疫
楡
在
は
、
八
月
十
Ⅱ
の
第

二
期
検
脊
を
も
っ
て
全
部
終
了
致
し

ま
し
た
の
で
．
そ
の
結
果
を
ご
報
告

致
し
ま
す
。

第
一
期
検
査
槁
島
防
疫
貝

受
検
論
数
Ⅱ
ほ
場
汕
｜
｜
｜
、
九
、
十

～
｜
、
十
六
、
’
’
十
「
’
’
十
五
－

｜
、
一
一
一
十
一
一
一
、
｜
｜
｜
－
人
、
四
十
二
．

五
十
「
五
卜
四
、
六
十
七
、
原
種

農
場
二
筆
、
太
陽
農
場
一
筆
計
十

五
範
垣

第
二
期
検
盃
佐
藤
防
疫
官

受
検
筆
数
Ⅱ
ほ
場
恥
六
十
「

十
六
、
’
’
十
四
、
｜
｜
｜
ｌ
「
’
’
’
十
六
、

四
十
四
、
五
卜
、
六
十
一
一
、
七
卜
、

七
－
三
、
原
種
農
場
三
筆
、
太
陽
農

種
子
馬
鈴
薯
防
疫
検
査
全
筆
合
格
〃

ヒーョ

場
一
筆
、
一
般
ほ
こ
筆
計
卜
七
筆
萢

第
三
期
検
査
中
島
防
疫
官

一
挺
検
施
数
Ⅱ
ほ
揚
地
四
、
八
、
十

－
二
、
十
一
一
、
十
四
、
’
’
十
五
－
．
「

一
一
十
六
．
三
十
四
、
四
十
一
、
五
卜

「
五
十
五
、
バ
ー
几
、
原
種
農
場

二
流
、
太
陽
農
場
一
筆
、
｜
船
ほ
二

筆
計
卜
鱒
零

以
上
の
と
お
り
受
検
致
し
ま
し
た

か
鋪
一
期
で
は
葉
巻
き
病
、
第
一
期

第
三
期
で
は
疫
病
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
等

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
．
収
稚
期
ま
で
竣
病
・
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
防
除
の
徹
底
、
摘
株
イ
モ

（
葉
巻
き
・
レ
ン
ョ
ウ
・
そ
の
他
）
の

完
全
抜
取
り
を
願
い
ま
す
。
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第
七
回
理
事
会

開
催
月
日
九
月
三
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

「
昭
和
兀
十
几
牛
皮
澱
粉
工
場
操

業
対
策
に
つ
い
て

操
業
式
し
Ⅲ
ト
ー
Ｈ

原
料
受
入
始
九
月
Ｉ
｜
Ⅱ

膳
砕
終
了
ｌ
ｌ
Ｈ
－
－
ｌ
人
日

等
原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た

二
、
昭
和
１
－
九
年
度
産
澱
粉
の
仮

確
金
と
利
率
に
つ
い
て

①
仮
渡
し
金
一
袋
二
十
五
聴
当

り
三
、
六
○
○
円

､し原見当Ⅱい,」'Ｉし原共｢i呂込三原Q,③②①生(面②五

雛た樂直初｜￣て九ｉＷｉ尤案ｉ（毛に昭案又償利一共瀧賓債fl」

iiii禍鍛ｉｉ：；iii鶯脚澱;露聯ハ“;|欝繍“’''’品＃梼法の砿二三直蜷承一溢三ｌｉｌｉノし決
競認ノし￣＿＿付そ澱ｉ纈餡Ｌ縦｣(藍厩ilili年三袋三袋金の職年落ざ、、
に！ＬＯＣの金オＬＯ八住ま販八、二，三他代人

｜;ｉｉＩｉ盤８８鮭iiii皇晋｝f雌金【よ沢八七
る定立Ｕ

代し千千に}Ⅲし千千鑓：金鍬'對日螢鰔令ま｜リ円つ1１ま｜Ⅲトリ’'１

倭屏

の
納
付
に
つ
い
て

保
証
金
し
、
六
八
Ｃ
千
円

今
川
納
付
額

一
一
一
ｃ
、
引
へ
Ｃ
几
下
川

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
．

六
・
団
体
菅
、
ｔ
地
改
良
総
合
蜷
備

事
業
（
新
生
地
区
一
に
件
な
う
盗
金

借
入
に
つ
い
て

農
地
造
成
一
・
七
へ
ク
タ
ー
ル

事
業
費
一
一
、
弧
□
八
千
円

補
助
金
「
』
ハ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｕ
千
円

農
林
漁
業
資
金
隣
人

人
上
じ
千
円

原
雛
と
う
り
決
定
し
ま
し
た

七
、
第
几
回
ア
Ⅱ
Ⅱ
力
・
ヵ
十
ダ
酪

農
人
工
授
精
視
察
研
修
の
参
加
に

つ
い
て

参
加
者
家
畜
人
工
授
精
係

加
藤
一
二

期
間
昭
川
上
十
几
年
十
月
一

日
～
十
月
十
五
日
ま
で

（
１
五
日
間
）

原
案
ど
う
り
研
修
に
参
加
す
る
事

に
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
更
新
の
検
討
に

つ
い
て

中
咽
ク
ラ
ス
に
入
誉
す
る
事
で

付
託
さ
れ
る
“

一
、
地
匹
別
懇
談
会
の
開
朧
に
つ
い

て

、
程
等
に
つ
い
て
は
、
九
月
十

一
日
に
開
催
さ
れ
る
役
員
協
議
会

に
て
協
議
さ
れ
ま
す
。

｜
｜
｜
、
肉
牛
セ
ン
タ
ー
．
Ｄ
Ⅱ
型
吹
抜

式
乾
草
庫
の
取
得
に
つ
い
て

骨
材
は
九
パ
イ
プ
で
鞍
も
付
け

て
秤
見
横
す
る
？

四
、
令
道
共
進
会
と
府
県
消
流
対
策

に
つ
い
て

（
全
道
共
進
会
冊
席
肴
」

職
見
釧
組
合
長
．
久
我
理
事
、

斉
膿
坪
轆
、
佐
々
木
理
事
、
山

本
監
事

一
府
県
梢
流
対
策
）

地
区
別
懇
談
会
後
、
関
東
方
面
、

関
西
方
面
と
二
班
で
消
流
対
策

を
実
施
す
る
事
を
協
議
さ
れ

た
回

序説

折
、
中
標
津
農
業
高
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
導
入
に
よ
る
助
成
に
つ
い
て

助
成
金
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た

く
報
竺
ロ
事
項
〉

「
昭
和
Ｌ
１
九
年
度
生
乳
の
生
産

状
況
に
つ
い
て

二
、
酪
農
へ
ル
バ
ー
述
菅
委
員
会
の

正
・
副
会
長
決
定
に
つ
い
て

会
長
秋
川
政
雄

副
会
長
白
築
政
博

三
、
乳
牛
検
定
運
営
協
議
会
の
服
・

別
会
長
決
定
に
つ
い
て

会
長
朧
井
弘
美

副
会
長
杉
水
圧
祝

川
、
畑
作
負
債
農
家
対
策
の
巾
請
状

況
に
つ
い
て

対
象
者
ｌ
二
戸

内
Ⅲ
請
者
十
戸

Ⅱ
、
畜
産
物
販
売
確
認
調
査
に
つ
い

て

対
象
戸
数
二
九
五
戸

Ⅲ
収
戸
数
「
五
二
戸

回
収
率
八
五
二
％

人
、
ｔ
地
処
分
に
伴
う
そ
の
後
の
絲

過
に
つ
い
て

七
、
貯
金
者
海
外
旅
行
の
募
集
に
つ

い
て

八
、
生
産
資
材
の
愉
勢
に
つ
い
て
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〈
昭
和
六
１
｜
年
六
月
一
一
一
十
日
ま

で
の
取
得
の
場
合
》

「
住
宅
…
…
税
額
は
評
価
価
格
の

一
一
一
％
と
な
り
ま
す
“

二
、
住
宅
用
土
地
…
…
住
宅
の
取
得

前
一
年
以
内
、
又
は
、
取
得
後
一

年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
上
地
を

取
得
し
た
と
き
は
、
税
額
の
Ⅲ
分

の
一
か
減
額
さ
れ
ま
す
’

不
動
産
取
得
税
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
し
た
り
、
土
地
や
建
売
住
宅
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
鮒
入
し
た
と
き
な
彦
』

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
に
一
度
だ

け
課
税
さ
れ
る
道
税
で
、
税
額
は
ｔ

地
・
家
屋
の
評
価
価
祷
の
四
％
で

す
合

▼
住
宅
や
住
宅
用
上
地
の
取
得
に
つ

い
て
ば
、
納
税
額
が
少
額
で
済
み
ま

根鼓庁税務課より

不
動
産
取
得
税

の
お
知
ら
せ

次
の
要
件
の
全
部
に
該
当
す
る
こ

と
か
必
要
で
す
。

（
｜
定
の
住
宅
（
特
例
適
用
住
宅
）

「
延
床
面
積
が
一
六
五
ｍ
以
下

で
あ
る
こ
と
〕

二
、
一
㎡
当
り
の
価
格
か
Ｉ
万
九

下
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

。
｜
定
の
中
古
庄
進

一
、
延
床
面
積
か
四
一
Ｕ
肋
以
上
一

六
五
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

、
住
宅
控
除
〉

二
定
の
住
宅
」
を
建
築
一
新
築
未

使
用
住
篭
の
購
入
を
含
む
）
し
た
し
’
｜

き
ば
Ⅲ
一
一
Ｃ
万
円
．
「
｜
定
の
中
古
住

宅
」
を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
の
住

宅
の
新
築
年
次
に
よ
り
一
五
〔
一
万
円

か
ら
Ⅲ
二
○
万
円
ま
で
の
額
か
価
格

か
Ａ
控
除
さ
れ
ま
す
．

＊
住
宅
及
び
中
占
住
宅
の
要
件

〆q、

ノ、

二
一
ｍ
当
り
の
価
格
か
八
万
七

Ｆ
円
以
下
で
あ
る
こ
と
』

三
、
新
築
後
十
年
以
内
（
耐
火
・

簡
易
耐
火
術
造
の
も
の
は
十
五

年
以
内
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
、
取
得
し
た
人
か
自
分
の
住
宅

と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
〕

《
住
宅
用
上
地
の
減
額
鼬

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
税
額
か
ら
四
〃
五
千
円

減
額
さ
れ
ま
す
。

ｏ
「
特
例
適
用
住
宅
」
の
新
築
前
二
年

以
内
、
又
は
新
築
後
一
年
以
内

二
一
定
の
中
古
住
宅
」
の
取
得
の

場
合
は
、
前
後
一
年
以
内
）
に
、
そ

の
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た

と
き

●
「
住
宅
用
土
地
の
減
額
」
及
び
「
中

古
住
宅
の
控
除
」
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
申
請
、
又
は
申
告

が
必
要
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
根
室
支
庁
地
方

部
税
務
課
直
税
係
（
電
話
○
’
五
三

｝
｜
－
三
局
ル
ハ
’
’
一
｜
｜
番
．
内
線
五
一
一

一
一
、
五
二
流
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

、

高品質超多収のトマト作り
閼品圃超多収のﾄﾏﾄ作り

瓢 ＩＦ尹三■

一連続摘心栽培一■● (F煮、刊
図
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農協だより（1６昭#|｣59年９１]１５１１

）
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
通

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
】
間
違
い
を

兄
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
＃

い
て
送
っ
て
下
菩
い
‐

〈
応
募
規
定
〉

⑪
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
か
飛
偶
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
束
七
条
南
二
丁
目

中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
九
月
三
十
日
ま
で

！ 

科
ヨ小･中学生の応募

お待ちして
Z壬

おります。

鱈

＊
応
募
下
さ
一
“
た
〃
に
は
全
貝
参
加

賞
を
乗
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
解

渚
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
肥
募
下
さ
い

＊
死
解
若
の
発
表
は
十
一
月
号
紙
面

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
七
月
号
の
当
選
者
〉

七
月
暑
の
止
解
は
「
二
つ
）
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
正
解
省
は
三

名
で
し
た
ご

止
解
二
円
に
は
当
り
賞
．
正
解
で
な

か
『
た
庁
に
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
農
協
広
報
係
ま
で
申
し

忘島

出
下
さ
い
ｃ

肛
解
省
は
次
の
〃
々
で
す
。

西
武
佐
藤
原
智
蝿
礫
～
ん

西
共
栄
片
野
文
ち
や
人

〃
か
た
の
お
さ
む
く
人

◎
お
年
寄
り
や
暗
皇
宮
者
と
税
金

お
年
寄
り
や
心
身
に
障
害
の
あ
る

万
に
つ
い
て
は
、
税
金
の
而
て
次
の

よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
丁

〔
年
齢
か
六
十
五
歳
以
上
で
、
所
得

金
額
か
一
千
万
円
以
下
の
お
年
寄
り

本
人
か
受
け
ら
れ
る
控
除
〕

9Mﾌﾞ〔おき抄､ 【７月号の間違い個所】

の知鰄
<根室税務署〉

Ⅱ 

▼
老
年
街
控
除
：
…
・
所
得
金
額
か
ら

二
十
五
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
老
年
者
年
金
特
別
控
除
…
…
公
的

年
金
や
恩
給
仇
収
入
金
額
の
合
計

額
か
ら
七
－
八
万
円
を
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
七
十
歳
以
上
の
障
害
者
で
な
い
お

年
寄
り
を
峰
竣
愛
し
て
い
る
方
の
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
控
除
〕

▼
老
人
扶
養
控
除
…
…
三
－
九
万
円

（
同
居
し
て
い
る
両
親
や
祖
父
母

に
つ
い
て
は
四
十
六
万
円
）

'￣、

まあ話ためま
しらしいて尼
ＥｊＴてとみ始
｡ 

会
月
号
の
表
紙
写
一
員
は
南
俵
橋
地
区
の
曰

下
恵
美
一
｜
Ｊ
さ
ん
一
一
十
九
オ
で
－
９
．
五
十
一
年

に
嫁
い
で
一
米
ら
れ
、
現
在
三
人
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
で
す
か
、
｜
｜
○
だ
幼
な
く
、
｜
盲
児
に

た
い
へ
ん
な
よ
う
で
す
。

恵
美
》
｜
Ｊ
さ
ん
は
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
が
大
好
き
で
、
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
相

当
な
腕
前
で
す
か
、
育
児
が
一
段
落
し
匠
ら

▼
老
人
配
叩
蝉
肴
腔
除
…
…
三
十
九
万

Ⅱ
Ｊ
 

〔
心
身
時
醍
一
一
嘩
撒
小
人
や
心
身
障
害
者

を
扶
養
し
て
い
る
万
の
所
轌
喫
王
額
か

ら
差
し
引
か
れ
る
控
除
〕

▼
障
害
者
控
除
…
…
二
十
五
万
円

（
特
別
砿
塞
一
夏
宿
の
場
合
は
｝
］
’
十
三

万
円
）

▼
同
居
の
特
別

障
害
者
の
扶

養
（
配
偶
者
）

控
除
…
…
四

十
万
円

蕊

|表紙写真’


